
 新年のごあいさつ  

 新年あけましてお

めでとうございます。

お正月はどのように

過ごされましたか。今

年の暮れから三が日

までは、何となく暖か

な日が多く、活動的に

過ごされた方もたく

さんいらっしゃった

のではないでしょうか。まず、新しい年を

迎え、児童３６名と職員１２名が全員そろ

って元気に三学期をスタートすることがで

きましたことをご報告いたします。 

 さて、毎年思うことですが、年の暮れや

年の初めに事件・事故で命を落とされる方

が残念ながらいらっしゃいます。さぞかし

無念だっただろうと、亡くなられた本人、

そしてそのご家族の心中をお察しすると、

いたたまれない気持ちになります。「命」に

は、「生まれくる命」「今を生きる命」「消え

ゆく命」という三つの側面があると思うの

ですが、今年は、ぜひ、改めて命の尊さを

考えて直してみる年にしたいものだと思っ

ています。特に、平成２１年度以降、減少

はしているものの、未だに多くの方が自殺

という悲しい選択をしてしまうという事実

は、決して看過できないものがあります。 

私たちは遠い祖先から何代もバトンタッ

チされてきた「命のバトン」を受け継ぐラ

ンナーだと言えます。次の世代にバトンを

渡すという大切な使命をもっています。決

してアンカーになることを自ら選んではい

けないのです。どんな理由があれ、自分か

ら命を絶つという自殺という選択は「命の

バトン」を放り投げてしまうことであり、

これまで延々とつないできた命を断ち切る

とても悲しい行

為です。 

昨年の１２月、

児童に「いじめに

関するアンケー

ト」を実施しまし

た。いじめとして

学校が認識しな

ければならない事例は、今回はありません

でしたが、我々は常にいじめがあるものと

して子どもたちを見守っていきます。アン

ケート以外にも、児童と教師が一対一で行

う教育相談も毎月実施しています。その中

で見えてくることは、子ども達も大なり小

なり悩みごとを抱えているということです。

大人であっても同じことで、これは人間の

宿命のようなものかもしれません。しかし、

お互いに尊重し合い、その悩みを一緒に解

決しようとするなら、必ずそこに活路が見

いだされていくと信じます。そういう意味

で、これからも子どもと保護者と教師の三

者がお互いに情報を共有し合い、小さな悩

みの内に解決できるようなネットワークを

つくっていければ心強く思います。 

 県市町村対抗駅伝競走大会で大活躍！！  

１月８日（月）の成人の日に、県市町村

対抗駅伝競走大会が宮崎市を会場に行われ

ました。本校からは、６年の○○○○君、○

○○○君、○○○○さん、５年の○○○○さん

の４名の児童が、この大会に向けて練習を

積み重ねてきていました。当日は、暖かい

日和で駅伝には少々不向きのコンディショ

ンだったかもしれません。 

○○○○君は１区という大切な区間を任

されました。スタート前に選手名がコール

されましたが、昨年の○○○○君と同様にと

ても元気のよい返事でした。８区の○○○○

さん、そしてそのサポートをしてくれた○

○○○さん、９区の○○○○君と全員でこの

大会を盛り上げてくれました。緊張はして

いたものの、練習からこの日まで、本当に

頑張っていました。 

地域の方々の活躍も素晴らしかったで

す。監督を務められた○○○○さん、２区を

走られた○○○○さ

んや６区を走られ

た○○○○さんをは

じめ、坂本地区関係

のすべての選手の

方々、今年もさわや

かな感動をありが

とうございました。 
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 坂本小の当たり前  

 ２学期の終業式の際、子どもたちに次の

ような話をしました。 

 
この当たり前は、校風と言い換えてもい

いかもしれません。坂本小学校には、「高学

年が下級生のお世話をするのが当たり前」

という校風があります。２９年度の残り３

か月、たくさんの坂本小学校の当たり前を

つくっていこうと子どもたちと確認したと

ころです。 

 教育の名言   

子どもは、さまざまなお八つを食べて大人

になる。 
～向田 邦子「父の詫び状」お八つの時間より～ 

この本の中で向田さんは昭和１０年頃の

中流家庭の子どものお八つを数え上げてい

きます。そこに浮かび上がるのは子どもに

向かう父母や祖母の姿であり、子どもをか

けがえのない存在として育てていく家庭の

在り方です。「子どもは、さまざまなお八つ

を食べて大きくなる。」という、この言葉の

後はこう続きます。「『何を食べたか言って

ごらん。あなたという人間を当ててみせよ

う。』と言ったのは、たしかブリア・サヴァ

ランだったと思うが、子ども時代にどんな

お八つを食べたか、それはその人間の精神

と無縁ではないような気がする。」 

子どもたちの健闘を称えます。  

◇読売学生書展条幅の部 

 特選     ６年 ○○ ○○ さん 

 金賞     ４年 ○○ ○○ 君 

  〃      ６年 ○○ ○○ さん 

 銀賞     ６年 ○○ ○○ さん 

  〃      ６年 ○○ ○○ さん 

◇読売学生書展半紙の部 

 金賞     ２年 ○○ ○○ さん 

 銀賞     ２年 ○○ ○○ さん 

  〃      ３年 ○○ ○○ 君 

 銅賞     ３年 ○○ ○○ 君 

◇宮日文芸新春子ども作品俳句の部 

 特選     １年 ○○ ○○ 君 

 おまけ 頭の体操  

問題１ （市川中入試問題） 

現在、私の家族は私・両親・弟の４人で

す。４人の年齢を足すと１０２歳です。 

５年前は祖母がいたので５人の年齢を足

すと１４７歳でした。 

① ５年前の祖母の年齢は何歳ですか？ 

            答え    歳 

② １０年前は弟が生まれていなかったの

で、私・両親・祖母の４人の年齢を足す

と１２３歳でした。現在の弟の年齢は何

歳ですか？      答え    歳 

問題２  （東洋大学附属浦安中入試問題） 

 次の条件でＡ、Ｂ、Ｃ、

Ｄ、Ｅの５人が丸テーブ

ルに座りました。Ｅの右

どなりは誰でしょう？ 

〈条件〉 

・Ａの右どなりがＣ 

・ＢとＣはとなり合っていない 

・Ｄの左どなりがＢ 

            答え      

※ 今回の問題１は、少々イライラするか

もしれません。そこを何とか頑張ってみ

てください。そして、問題２ですっきり

しましょう。答えがお分かりになられた

ら、学校まで連絡ください。（問題１の祖

母は、お亡くなりになったことになって

おりますが、架空の問題ですのでお許し

ください。） 

 

先生は、これまで１２校の学校に勤め

てきました。その中で、一つ一つの学校

にその学校の当たり前があることに気付

きました。ある学校では、友達を呼び捨

てするのが当たり前。でも、別な学校で

は友達には君とさんをつけるのが当たり

前なんです。この当たり前には、よい当

たり前と悪い当たり前があるんです。よ

い当たり前には、こんなよいことがあり

ます。呼び捨てするのが当たり前の学校

から、君・さんをつけるのが当たり前の

学校に転校したら、あら不思議、その子

は呼び捨てをしなくなったんです。その

子は、学校によってよい方に変わること

ができた、成長したということです。 

坂本小学校の合言葉 

あ あかるく 

し しんけんに 

た たくましく 

Ａ  


